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『賢愚経』と 『金光明最勝王経』の 蔵訳者につ い て

　　 捨身飼虎本生話 を中心 と して一

石　田　勝　世

1． 概要　蔵 訳 『賢愚経』 の 訳 者 は誰 か ， 特 に法成 で あ る か 否 か 検証す る ため

の 予 備調査 を行 っ た． その 結果 に つ い て 報告す る． 蔵訳 『賢愚経』 は
，

ほ とん ど

の 版で は 失訳人名 に な っ て い る が ， デ ル ゲ 版の 目録で 法成訳 とあ り奥書 に は漢語

か らの 翻訳 と記 され て い る （上 山 1990）． 訳者 は 本 当 に 法 成 で あ る の か． こ の こ

とを検 証す る ため に法成訳 と伝わ る他 の 経 典 と翻訳方法 や翻訳 文体 な どを比較 し

て 調べ る
1）
．比 較対 象 と した経典は ， 共通す る 内容 （捨身飼虎本生話）を所収する

，

蔵 訳 「金光 明最勝 王経』で あ る
2）
． 本稿で は予備調査 と して 行 っ た 「蔵訳 テ キ ス

トの 比較検 討」「計量文献学の 適用可 能性の 検討」 につ い て 述べ る ．

2 ． 蔵訳 テ キス トの 比較検討 比較対象 とす る捨 身飼虎本 生 話 は
， 釈尊が 過

去世 で 飢 えた 母虎 と子虎 と を救うた め に 自分 の 身体 を投 げ出 して 食べ させ る とい

う物語 で ある ． 次 の 蔵 訳 と漢訳 の テ キ ス トを利 用 した （壬 生 1987）． 漢訳 テ キ ス

トは蔵訳 した 時の 原 テ キ ス トとは 異な る可 能性 もある ．

　蔵訳 『賢愚経』 （Dno ．341）2 章 （中華大蔵経 v ・1．74，　pp．42（ト427）

　蔵訳 『金 光 明最勝王 経』 （D ・no ．556）26 章 （中華 大蔵 経 v ・1．89
，
　pp．355−374）

　漢訳 『賢愚経』摩訶薩堙以 身施虎品第二 （大正 no ．202，
　vol．4

，
　pp．352b

−353b）

　漢訳 『金 光 明最勝王 経』捨 身品第二 十六 （大 正 n ・．665， v・ L16，　pp．450c−454b）

以 下 に述べ る 蔵訳 比 較 1〜 3 は，2 つ の 経典 で ほ ぼ 同
一

な場面 を と りあげて 比 較

した もの で ある． 漢訳 と蔵訳で 対応 する箇所に下線 を付 した ． 参考まで に蔵訳の

和訳 もあげて お く．

（1）蔵訳比較 1：主 人公摩訶薩捶 の 三 兄 弟の 紹介

　『賢愚経』 仏告 阿難 ： 「乃 往久遠 阿 僧祗 劫 ，
此 閭浮提，有大 国王 ，名 日摩訶羅檀嚢，秦 言

　大宝 ， 典領小 国， 凡有五千，王有三 子 ， 其第
一

者，名摩訶富那寧 ， 次名摩訶提婆，秦言

大 天 ， 次名摩訶 薩唾，此 小子者，少小 行慈 ， 矜愍
一

切 ， 猶如赤子 ．」bcom　ldan
’das　kyls

kun　dga
’
　bo　la　bka

’
stsal　pa ！ sngon 　

’
das　pa

’
i　dus　bskal　pa　grangs　rned 　pa

’
i　pha　rol 　na 　1

’dzam　bu’i

gling
’
di　na 　rgyaI 　po　shing 　ma 　chen 　po　zhes 　bya　ba　zhig 　yod　de　rgyal 　po　des　rgyal 　phran　Inga　stong

snyed 　la　dbang　byed　do　1 ！rgyal　po　de　la　sras 　gs  mng ゴ ste ！rab 　ni　s餌 a　chen 　po 血 es　byゴ011
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’
bring　po　ni　lha　chen 　o　zhes 　bya

’
o ！　！tha　chun 　s　ni　sems 　can 　chen 　po　zhes 　bya　ste ！ sras 　tha

chungs 　de　chung 　ngu 　nas 　byams　pa　dang　snying 　rjer　ldan　te／ thams 　cad 　la　bu　gcig　pa　dang
’dra’0 ／

世尊は ア
ー

ナ ン ダに話 され た．「過去 阿僧祗劫の 昔に ，
こ の 閻浮提に大車 とい う名前の

王が い て約 5千の 小 王 を統治 してい た． こ の 王 には 3人 の 王子が お り，長 男は大 音と い

う名前で ， 次男 は大天 とい う名前で あ っ た．末の 子 は摩訶薩堙 とい う名前で あ っ た． そ

の 末の 息子 は 幼 い こ ろ か ら慈 と悲 を具 えて い て ， 誰 に対 して も独 り子 の よ うに （接 し

た〉．」

『金光明最勝王経』仏告阿 難陀 ： … 「阿 難陀 1　 過去世 時有
一

国王 ， 名日大 車 ， 巨富多財 ，

庫蔵盈満，軍兵武勇 ， 衆所欽伏 ， 常以正法施化黔黎 ， 人民 熾盛，無有怨敵．国大夫人誕

生三 子 ， 顔容端正
， 人所楽観 ， 太子 名 日摩訶 波 羅 ， 次 子名 日摩 訶 提 婆，幼子名日摩訶 薩

塑…．」　bcom　ldan「das　kyis　bka
’
stsal　pa ！　kun　dgゴ bo　sngon 　byung　ba

’
das　pゴi　dus　kyi　tshe　yul　gcig

gi　rgyal　po　shing 　rta　chen 　po　zhes 　bya　ba　shin 　tu　phyug　cing 　nor 　mang 　ba ！ bang　mdzod 　rgyas 　pa！

dmag 　gi　dpung 　rab 　tu　dpa
’
ba／ mang 　po　kun　gyis　bkur　zhing 　ngag 　nyan 　pa ／rtag 　par　yang　dag　pa

’i

chos 　kyis　skye 　bo
’
dul　ba！mi 　mams 　dar　zhing 　rgyas 　pa ！phyir　rgol 　ba

’
i　dgra　med 　pa　zhig 　yod　de！

btsun　mo 　dam 　pa　byad　bzhin　shin 　tu　sdug 　cilg 　mdzes 　pa／ mang 　po   n　gyis　blta　bar　mos 　pa
’
i　bu

gsum　yod　de！ bu　chen 　po
’i　ming 　ni　sgra 　chen 　po　zhes 　bya

’
01 ！bu

’
bring　po

’
i　ming 　ni　lha　chen 　 o

zhes 　bya’

o ！ 1bu　tha　chun 　s　k　i　ming 　ni　sems 　can 　chen 　po　zhes 　bya
’
01 世尊は 話 された．「ア

ー

ナ ン ダ よ．過 去世 の 時 に大 車 と い う一
国の 王 は， とて も富 み 財が 多 か っ た．蔵 は 満 ち

て ， 軍隊 の 力 は とて も強 く， 多 くの 人 々 に よ り敬意 ももっ て 言葉が傾聴 され ， 常 に正法

に よ り人 々 を教化 し
， 盛ん で 豊か に な っ た 人々 を有 し，敵対す る 敵は い ない （王 が）い

た．最高の 王 妃 に は ，容色が とて も美 し く素晴 ら しい
， 多 くの 人 々 が 見 る こ とを願 う三

人の 息子が い て ，太子の 名前は 音大 とい い
， 次男の 名前は大 天 とい い ，末の 子の 名前 は

摩言可薩垣垂とレ、 う．」

（2）蔵訳比 較 2： 兄弟の 会話 （母虎は子 虎を食べ るであ ろ う）

『賢愚経』 見有
一

虎適乳二 子，飢 餓逼切，欲還食之．其王小子 ， 語二 兄 日 ：「今此 虎者，

酸苦極理 ， 羸痩垂 死，加復初乳，我観其志
3）
，欲 自瞰子．」二 兄答言 ： 「如汝所云 ．」 stag

mo 　zhig 　bu　byung 　nas 　zhag 　du　ma 　lon　pa　bkres　shing 　skom 　pas　nyen 　te！phyir　yang　bu　zos 　la　thug

pa　zhig 　mthong 　nas ！ rgyal 　bu　tha　chungs 　kyis　phu　bo　gnyis　la　smras 　pa ！ stag 　mo
’
di　ni　shin 　tu

sdug 　bsngal　gyis　gzir　te！ nyam 　chung 　la　rid　pas　shi　la　thug　pa
’
di　lta　bu ！ bu　byung　ma 　thag　pa

yang　zos 　su　
’
dod　do　zhes 　smras 　pa　dang！ phu　bo　gnyis　kyis　khyod　zer 　ba　bden　no 　zhes 　zer 　ro ！子

が生 まれ て か ら多 くの 日が過 ぎた一
匹 の 牝虎 は 飢 えと渇 きに よ り苦 しめ られ，そ の うえ

子 を食べ る寸前 に あ る （牝虎 を）見 て か ら
， 末の 王 子が二 人 の 兄 に言 うに は 「苦 しみ に

よ り苛 まれ て ，衰弱 して やせ て い る 故 に死 の 直前にあ る， こ の よ うな状態で 牝虎 は，生

まれ た ばか りの 子で も食べ ようと欲す る の だ」 と言 うと，二 人 の 兄 は 「お前が 言 っ た こ

とは正 しい 」 と言 っ た．

『金光明最 勝 王 経』 時諸 王子各説本心所念之事 ， 次復前行 ， 見有
一

虎産生 七 子，纔経七

日 ， 諸子 囲遶，飢渇所逼， 身形羸痩，将死不 久．第
一

王子作如是言 ： 「哀哉 ！　 此 虎産

来 七 日，七 子囲遶，無暇 求食 ， 飢 渇所 逼 ， 必 還瞰子．」bkres　pa　dang　skom 　pa　dag　gis　rab 　tU
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gzir　ba！ lus　rid 　cing 　nyam 　chung 　ba　ring 　po　mi 　thogs　par　
’
chi 　bar　’gyur　ba　zhig 　mthong 　ba　dang ！

rgyal 　bu　chen 　pos
’di　skad 　du　kyc　ma 　stag 　mo

’dj　ni 　bu　btsas　nas 　zhag 　bdun　lon　te！ bu　bdun 　gyis

yongs　su 　bskor　bas　zas 　btsal　yang　mi 　khom　ste ！ bkres　pa　dang　skom 　pa　dag　gis　rab 　tu　gzir　bas

gdon　mi 　za 　bar　bu　rnams 　za　bar
’
gyur　ro　zhes 　smras 　so　1 飢 えと渇 きに よ りとて も苦 しみ

， やせ

て衰弱 した体 で 間 もな く死 ぬ で あ ろ う （牝虎 を）見 る と ，

一
番上 の 王 子 は ， 「お お． こ

の 牝虎は ， 子 を産 ん で か ら 7 日が経 ち ， 7 匹の 子 に 取 り囲まれ て 食 べ 物を探 し求め る 暇

が な く， 飢 えと渇 きに よ りとて も苦 しみ 必ず 了た ちを食べ る であろ う」 と言 っ た．

（3）蔵訳比 較 3： 過去物 語 と現在物 語の 連結

『賢愚経』仏告阿難 ： 「爾時大王
， 摩訶羅檀 那者，豈異入乎 ？　 今我父王 閲頭檀是，時王 夫

人 ，我母摩訶摩耶 是．爾時摩訂富那 寧者，今弥勒 是 ．第二 太子 摩訶提婆者，今婆修蜜多

羅是．爾時太 子摩訶薩堙 ，豈 異 人 乎 ？　我身是也 ．爾 時虎 母，今 此 老母 是
4＞
，爾 時 二 子 ，

今二 人 是．」de
’
i　tshe　de

’
i　dus　na 　rgyal 　po　shing 　rta 　chen 　po　do　su　yin　snyam 　du　sems ！ de　ni 　da　ttar

nga
’i　yab　rgyal 　po　zas 　gtsang　ma 　yin　no ／ ！de’i　tshe　de’i　dus　na 　rgya ］po　de

’
i　btsun　mo 　de　ni　da　ltar

nga
’i　yum 　sgyu 　ma 　lha　mdzes 　yin　no 　1 ／de’i　dus　na 　sras 　rab 　sgra 　chen 　po　de　ni　byams　pa　yi皿 no 　1 ！

sras 　
’
bring　po　lha　chen 　po　de　ni　ba　su　mi 　tra　yin　no 　f　1　de’i　tshe　de’i　dus　na 　rgyal 　bu　tha　chungs 　sems

can 　chen 　po　ni 　de　gzhan　du　ma 　sems 　shig 　11da 　ltar　nga 　 in　ne 　／ ！de
’
i　tshe　de

’
i　dus　na 　stag 　phmg 　ni

mi
’
di　gnyis　yin　te！ そ の とき当時の 大車王 は誰で あるか と考 え るな らば ， 彼は現 世 にお け

る私 の 御父，浄飯王 で あ る ．そ の そ の と き当時の
，

か の 王 の か の 王 妃 は 現世 の 私 の 御

母 ， 摩耶夫人で ある． その と き長男の 大音 ， 彼は弥勒で ある ，次男の 大犬，彼 はバ ス ミ

トラ で あ る． そ の と き当時 の 末 の 子 の 摩訶 薩j垂， 彼 は
， 別 の よ うに 考 えて は な らな

い
5）

， 現 世の 私である．そ の とき当時の 虎の 子は こ の 二 人 （泥棒兄弟）で ある ．

『金光 明最勝王 経』復告阿難陀 ： 「往 時薩堙 者 ；即我牟尼是， 勿生 於異念 ．王 是 父 浄飯 ，

后是母 摩耶 ； 太子 謂慈氏 ， 次曼殊 室利．虎是大世主 ，五 児五 芯芻 ；
一

是大 目連，
一是舎

利弗．」1　kUn　dga
’
　la　ni　bka

’
　stsal　pa　1 ！sngon 　byung　sems 　can　chen 　po　ni ／〆shAkya 　thub　pa　nga

＿ ∠ 1rgyal　po　zas　gtsang　yab　yin　tc！／btsun　mo 　nga

yum 　sgyu 　
’
phrul　yin　1 ！rgyal 　bu　chen 　po　byams 　pa　yin！ ／rgyal 　bu　

’bring　po　
’
jam　dpal　yin！ 1stag

mo 　skye 　dgu
’
i　bdag　mo 　yin！ 1　bu　lnga　dge　slong 　lnga　po　yin　！ ！gcig　ni　maud 　gal　chen 　po

’
i　bu　f 〆

gcig　ni　sh5 　ri
’
i　bu　yin　no 　1 阿難陀 に話 された．「過去の 摩訶薩堙 は釈迦牟尼 ，私で あ る．異

な っ た 考えをしな い よ うに．王 は父，浄飯 で あ り，王妃 は私の 母，摩耶 で あ る．第一の

王 子 は 弥勒 で あ り，第二 の 王 子 は 曼殊 室利 で あ り， 牝虎 は プ ラ ジ ャ
ーパ テ ィ

ー
で あ り，

（七 匹の 子 の うち）五 匹の 子は五 芯芻 ，

一
匹 （の子 ）は大 目連 ，

一
匹 （の 子）は舎利 子

で ある ．」

　蔵 訳比 較 を行 っ た結 果 を述べ る．

　「訳者 が 同一 」 を否定す る 情報 は特 に見 られ なか っ た ． 今後 も比較検討作業 を

継続 して 「訳者が 同一 」 か否 か判 断す る に十 分 な情報 を得る こ と を目指す．

　漢訳 と蔵訳 の 相違点 が多少 見 られ たが
， 「漢訳 に あ り蔵訳 には ない 」「蔵訳 に あ

り漢訳 に は な い 」の どち らか で あ り， 「原文 と大 き く異 な っ た意 味で 訳 して い る」
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もの は特 に見 られ なか っ た． 翻訳 時 に参照 した 漢訳テ キ ス トが 異 な る可 能性 も排

除で きない ． 相違点が何故生 じたの か ，
どの よ うに 生 じて い るの か 詳細 に検討す

る必要が ある．

　 訳 出方法 につ い て 具 体 的 に述べ る だ けの 情報 は 得 られ な か っ た ． 「助動詞 の 使

い 方」「並列助 辞の 使い 方」「テ ン ス の 使い 方」な ど文法を手が か りに ， 今後 も分

析 を継続する とともに ， 文法 を演繹的に利用 する だけ で は な く， 訳者推定の た め

の 文法 を帰納す る必要 もあろ う．

　固有名詞 は
， 蔵訳 時 にチベ ッ ト文字 に音 写 して い る こ とが多い か と思 われ る．

その よ うな用例 を
，

こ こで と りあげた文献以外 に も同時代 の 蔵訳文献 も対象 に し

て 幅広 く収集 し整理 して
， 同時代 ・同一 地域 に お ける 固有名詞の 蔵訳方法 を体系

づ けた い ．

　漢訳か ら蔵訳 に重訳 され て い る と便宜的 に仮定 して い るが
，

こ れ は正 しい か検

討 す る必 要 もあ ろ う． 『金光明最勝王 経』 の 別 バ ー ジ ョ ン と して 『金光 明経』 『合

部金光明経』が あ る．梵文か らの 蔵訳 の 分析 は
， 訳 出方法や訳語 な どにつ い て 異

な る側 面 か らの 情 報 が得 られ る可 能性 が あ るの で
， 併用 した い ．

3 ． 計量文献学 の 適用可能性　計量 文献学 は， 主 に 著者 の 書 きグセ な どの 文

体 に着 目 して 統計 分析 を行 い
， 文献の 著者推 定， 真贋 の 鑑 定 ， 著作 時期 の 推 定 な

ど を行 う研 究分野 で あ る． 既 に 仏教学 の 分 野 で の 適用事例 もあ る （高木 2001，後

藤 2004）． 計 量 文献学 の メ リ ッ トは ， 人 手 に よる 作業 と比 較 して
， 「客観 的 な判 断

を行うこ とが で きる」「全体の 傾 向を つ か む こ とが で き る」「直感的 に予 測 しに く

い 結果 を得る こ とが で き る」な どが あげ られ る．
一

般 に よ く利用 され て い る 文体

に 関す る特 徴 情報 と して は下 記 の もの が あ る （計量 国語学会 2009）
6）
．

　 ・品詞分布 ： 名詞 ， 形容詞， 動詞な どの 品詞 の 使用率

　 ・機能語 ： 助詞 ， 接続詞 ， 助動詞 ， 前置詞 な ど文法 的な機 能 を もつ 単語
7）

　 ・語彙統計 ： 文章に用 い られ た異 な り語 数や 単語 の 出現頻 度な ど

計量文献学の 手法を本研 究へ 適用す る場合 の プ ラス 要 因 ・マ イナ ス 要 因をあげる．

・プ ラ ス 要 因
8）

・マ イ ナス 要 因

・機能語 と して 格助辞 や 接続 助辞 な どが 利用 可能

・活用や 連声 の 処 理がほ ぼ 不 要で 単語の 認識が 比較的容易

・対象が翻訳 文 （原文の 特徴を引 き継 ぐ可能性が大 きい 〉

・特徴 の 選択 が 恣意的 （結果が 異 な る可 能性が ある）

翻訳 の 場 合 は， 書 き方の ク セ で は な くて
， 訳 し方 の ク セ を と らえる 必 要が あ る．

計量文献学の 手法は ， 漢語か らチ ベ ッ ト語 へ の 訳 し方 の ク セ をうま く把握 で きる
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か ど うか は未知 で は あ る が ， 試す価値 は 十分 に あ る と考 える
9）
．

4 ． 結論 予備調査 の 結果得 られ た， 今 後 の 検 証作業 の ア イデ ィ ア を述べ る．

（1） を手作業で 行 っ て 得 られ た情報 を もと に （2） （3）で 計量文 献学の 手法 を適

用 したい ． （1）蔵訳 テキ ス トの 比較検討   さ らに詳細 な比 較検討 を行い （2）（3）

の 分析 の 手がか りとなる情報 を得 る． （2）翻訳プ ロ セ ス の 分析   訳語 ：2 つ の テ

キ ス トの 漢蔵イ ン デ ッ ク ス を作成 ・比 較 す る
lo）

．   訳 出方法 ： 翻訳 ル ー ル をそれ

ぞ れ の テ キ ス トで 作 成 ・比 較 す る ． （3）翻 訳 文 の 文 体 の 分 析   助 辞 や 助 動 詞 な

どの 機 能語 の 使用 頻度 を分析 ・比較 す る ．   単語 や 品詞 な どの 文章構 成要素 を機

械 的 に集 計 して 分 析 ・比 較 す る
11）

． （4）対象 テ キ ス トの 拡大   捨 身飼 虎本 生 話

以外 の 章．   法成 蔵訳 と され る他 の 18文献   『金 光明経』 『合 部金光 明経」．

1 ）こ の ほ か に も種 々 の 方法 が考え られ るが，「テ キス ト分析 」「書誌事項分析」 に大別

され る． こ こ で は 「テ キ ス ト分析」の ア プロ ーチ をとる．　　 　 2 ）蔵訳 「賢愚経』 は

「
’
go　Chos　grub訳」，蔵訳 『金 光明最勝王経』は 「Chos　grub 訳」 とある （上 II］1990）．本

稿で は法成 ＝Chos 　grub　＝　
’
go　Chos 　grubと い う立場 を と り， い ずれ も 「法成訳 」 と表記 し

た ．　　　 3）「加 復初 乳 ， 我観 其 志 」の 蔵訳 が な い ．　　　 4 ）母虎 に 関す る 記述 「爾

時虎母，今此老母是」が蔵訳 に はな い ． 『金光明最 勝 王 経』 で は 「虎 是大 世 主 」で 蔵訳

は 「stag　mo 　skye 　dgu
’
i　bdag　mo 　yin」（母虎 は プ ラ ジ ャ

ーパ テ ィ
ーで あ る）．　　　 5）「gzhan

du　ma 　sems 　shig 」 に相当す る漢訳が な い ． 『金光明 最勝 王 経』 で は 「勿 生於異 念」が相 当

し蔵訳 は 「gzhan　yin　snyam 　du　bsam　mi 　bya」．　　　 6 ） こ の 他 に 「単語の 長 さ」 「文の 長

さ」「識 別語」 な どの 特徴情報 も利用 され て い るが ，本研 究に は適さない で あろ う．

7 ） 日本語に お ける 助詞の 使用 は文章 内容へ の 依存の 度合 い が 低 い た め 書 き手の 特徴情

報 と して 有効で ある こ とが示 され て い る （計量 国語学会 2009）．チ ベ ッ ト語 につ い て も

当て は まる可能性が ある．　　　 8 ）主 に チ ベ ッ ト語の 特徴 に よる．サ ン ス ク リ ッ トに

比べ る と容易で はある もの の ，具格や属格 に お ける単語切 り出しの 処理が 必要で ある．

9 ）法成の チ ベ ッ ト語文体の 調査研 究に 進展す る 可能性が ある．　 　 　 10）訳語 を機械

的に 抽出す る手法の 利用 も考え られ る ，　　　 11）N グ ラ ム 利用の 可能性が あ る．
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